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五稜郭（通称　亀田御役所土塁、箱館御役所、柳野城）

　江戸時代末期に現在の北海道函館市に建造された星形の城郭である。長野県佐久市の
龍岡城など、当時日本で建造された星形の城郭を「五稜郭」と称するが、一般に「五稜郭」
と言えば函館のそれを指すことが多い。
　日米和親条約締結による箱館開港に伴い、防衛力の強化と役所の移転問題を解決する
ために徳川家定の命により1866年築造された。大砲による戦闘が一般化した後のヨーロッ
パにおける稜堡式の築城様式を採用し、堡を星形に配置している。
　国の特別史跡に指定され、「五稜郭と箱館戦争の遺構」として北海道遺産に選定され
ている。
（築城1866年、廃城1869年）

日本の名城シリーズ　その1日本の名城シリーズ　その1日本の名城シリーズ　その1日本の名城シリーズ　その1日本の名城シリーズ　その1

りょうとりで とりで
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第14回 東葛支部定期総会開催東葛支部定期総会開催第14回 東葛支部定期総会開催東葛支部定期総会開催第14回 東葛支部定期総会開催

　第14回東葛支部定期総会が、去る6月10日に我孫子市の「鈴木屋本店」で開催された。
　定期総会には同窓会本部、一般財団法人千工会、県内8支部の役員の御来賓の皆様並びに
東葛支部会員、合わせて41名の方々がお集まりいただきました。
　議題は、「第1号議案：平成23年度会務報告」・「第2号議案：平成23年度決算報告」・「会計監
査：監査結果報告」・「第3号議案：平成24年度会務計画（案）」・「第4号議案：平成24年度予算
計画（案）」・「第5号議案：役員一部改選（案）」の5議案について討議を行い、その結果いずれも
賛成多数でご了承いただきました。続きまして御来賓代表の高橋同窓会会長、小池一般財団法人
千工会理事長、松本学校長の皆様からご祝辞をいただき、定期総会無事に終結いたしました。
ご参加いただきました皆様の記念撮影後、会場は懇親会へと移り、永峯顧問による乾杯のご発声、
段木同窓会顧問の挨拶をいただき、会が始まりました。今回アトラクションとして用意した「フラダンス
&ラ・ギターラによるギター演奏」、ビンゴゲーム、カラオケと盛り沢山なアトラクションに積極的な参加
をしていただき、東葛支部懇親会の楽しさは、皆様方から高評価をいただきました。最後に恒例の
校歌斉唱で、懇親会の閉会となりました。
　追記、現在まで支部の事務局長を務めている木間氏（33C）が本部の副会長を兼務することにな
りました。また、総会そして懇親会の司会者として常任幹事の滝口氏（40E）が初めて担当、総会議
長は予定者が仕事の都合で参加出来なくなり、当日急遽議長に指名された幹事の鳴田氏（34M）
が担当され、各々その任務を遂行されました。

■第1号議案　平成23年度 会務報告

年　月　日 実　施　内　容 実　施　場　所

印　旛：房総のむら
高　柳：かつ美
千　葉：母校食堂
西千葉：西千葉囲碁センター
千　葉：プラザ菜の花
西船橋：フローラ西船
高　柳：高柳近隣センター
睦　沢：房総C・大上コース
市　原：サンプラザ市原
成　田：メルキュール・ホテル
我孫子：鈴木屋本店
千　葉：プラザ菜の花
浦　安：吉野屋・木更津沖
千　葉：麻雀・大都
東　金：八鶴亭

本部主催：ハイキング（中止）
＊支部会計監査
千葉工業第26回同窓祭（中止）
本部主催：囲碁大会
千葉市西支部定期総会
京葉支部定期総会
＊支部定例会議
千葉市3支部・外房支部共催ゴルフ大会
市原市支部定期総会
北総支部定期総会
＊支部定期総会
千葉市東支部定期総会
＊釣友会
第16回千葉市西支部主催麻雀大会
外房支部定期総会

0 4 . 0 2
0 4 . 0 5
0 4 . 1 7
0 4 . 1 9

　 0 4 . 2 4
　 0 5 . 0 8
　 0 5 . 1 3
　 0 5 . 1 9
　 0 5 . 2 1
　 0 6 . 0 4
　 0 6 . 1 2
　 0 6 . 1 9
　 0 6 . 2 2
　 0 6 . 2 5
　 0 7 . 0 3

＊：東葛支部

平成23年
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千　葉：プラザ菜の花
高　柳：高柳近隣センター
西千葉：西千葉囲碁センター
船　橋：サッポロビール
高　柳：高柳近隣センター
真　名：真名CC・GP
千　葉：麻雀・大都
西千葉：西千葉囲碁センター
成　田：メルキュール・ホテル
高　柳：高柳近隣センター
千　葉：千工会館
高　尾：高尾山

西千葉：西千葉囲碁センター
上　野：香家
千　葉：千工会館
千　葉：花園中
千　葉：母校講堂
君　津：ホテル千成
高　柳：高柳近隣センター

千葉市中支部定期総会
＊支部定例会議
本部主催:囲碁交流会
千葉市3支部研修会(中止)
＊支部定例会議
本部主催:第13回親善ゴルフ大会
本部主催:第16回麻雀大会
本部主催:囲碁大会
北総支部20周年記念祝賀会
＊支部定例会議
同窓祭実行委員会
本部主催・ハイキング

本部主催:囲碁大会
＊支部新年会&定例会議
同窓祭実行委員会
検見川校舎記念碑建立15周年記念祝賀会
母校卒業式
南総支部定期総会
＊支部定例会議

0 7 . 1 0
　 0 7 . 1 6
　 0 7 . 2 6
　 0 8 . 2 0
　 0 9 . 1 7
　 1 0 . 1 8
　 1 0 . 2 2
　 1 0 . 2 5
　 1 0 . 3 0
　 1 1 . 2 6
　 1 2 . 0 1
　 1 2 . 0 3

　 0 1 . 1 7
　 0 1 . 1 8
　 0 2 . 0 9
　 0 2 . 2 8
　 0 3 . 0 3
　 0 3 . 1 1
　 0 3 . 2 4

平成24年

※印旛：印旛郡栄町龍角寺、高柳：柏市高柳、睦沢：長生郡睦沢町、真名：茂原市真名

■第2号議案　平成23年度 決算報告

費　　目 平成23年度予算
（A）

平成23年度決算
（B）

差　額
（B）－（A） 内　　訳

●収入の部

前年度繰越金

年　会　費

本部助成金

寄　付　金

総会費（懇親会）

雑　収　入

合　　　　計

9 8 , 7 3 7

1 8 0 , 0 0 0

1 7 7 , 0 0 0

3 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

2 6 3

7 0 9 , 0 0 0

9 8 , 7 3 7

1 4 7 , 0 0 0

1 7 7 , 0 0 0

1 , 8 0 0

2 6 0 , 0 0 0

0

6 8 4 , 5 3 7

0

▲ 3 3 , 0 0 0

0

▲ 1 , 2 0 0

1 0 , 0 0 0

▲ 2 6 3

▲ 2 4 , 4 6 3

会員年会費
49名×￥3,000＝￥147,000

本部・各支部：26名
東葛支部：20名　計：46名

渉外助成金
助　成　金
旅　　　費
増員対策費

￥80,000
￥25,000
￥52,000
￥20,000
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費　　目 平成23年度予算
（A）

平成23年度決算
（B）

差　額
（B）－（A） 内　　訳

●支出の部

●会計監査報告

 総会費（含懇親会費）

会 報 発 行 費

会　　議　　費

事 務 通 信 費

渉　　外　　費

行　　事　　費

雑　　　　　費

交　　通　　費

15周年記念準備費

会員増員対策

合　　　　　計

2 8 0 , 0 0 0

1 2 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

2 7 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

1 5 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0

8 2 , 0 0 0

3 5 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

7 0 9 , 0 0 0

2 5 5 , 2 7 7

1 1 9 , 4 9 0

1 4 , 0 5 1

3 5 , 8 3 2

9 4 , 0 0 0

0

0

2 8 , 0 0 0

3 5 , 0 0 0

0

5 8 1 , 6 5 0

▲ 2 4 , 7 2 3

▲ 5 1 0

▲ 5 , 9 4 9

8 , 8 3 2

▲ 6 , 0 0 0

▲ 1 5 , 0 0 0

▲ 1 0 , 0 0 0

▲ 5 4 , 0 0 0

0

▲ 2 0 , 0 0 0

▲ 1 2 7 , 3 5 0

懇親会：飲食代・総会
資料・案内状・写真代

会報送付代、振込料
事務用品、ハガキ代等

他支部定期総会交通費
県外役員交通費補助等

会報21・22印刷代

行事中止

会員増員対策費

他支部定期総会出席、他

定例会議会場使用料・飲料

平成23年度の会計処理について、各帳簿と証拠書類とを照合監査の結果、いずれも

適正に処理されており、決算報告書の通り相違ないことを認めます。

　　平成24年4月4日

会計監査　　櫻井　一三

会計監査　　鎌形　武久

印

印

《決算》 ￥684,537－￥581,650＝￥102,887（平成24年度に繰越）
（収入） （支出） （残金）
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■第3号議案　平成24年度会務計画

1．平成24年度

　第14回定期総会

2．定例役員会の開催

3．会報の発行

4．会員名簿の発行

　　　　　　　　　　　　　　　　

5．地区懇談会の実施

6．渉外活動の展開

7．会務行事の企画

●開催日時　　平成24年6月10日（日）　13時～
●開催場所　　割烹：鈴木屋本店　我孫子市寿1－10－21

●年6回開催（奇数月 第4土曜日）

●年2回発行　　第23号　平成24年 5月（既刊）

第24号　平成24年 8月

●平成24年11月に改訂版発行　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●地区ごと又は一部合同して地区懇談会を開催し、会員相互の親睦と人間

　関係が計れるよう企画する

　※野田、柏、我孫子、流山、地区実施（流山にて開催計画）

●会員の増加と組織の充実を図ると共に、本部への協力、他支部との協力

　を図る
●県外会員への加入活動を図り会員増と組織の充実
●同窓祭への参加（第27回：平成24年4月15日）
●他支部定期総会への参加
●他支部開催の行事への参加
●本部レクリェーション委員会開催行事への積極的参加

●支部の行事並びに研修会、レクリェーション等の企画
●会員の親睦旅行、研修会を企画し会員相互の親睦を深める
●レクリェーション（ハイキング・バーベキュー・釣り等）を企画し、会員相互

　の体力維持向上に努める

　※平成24年度は野田市清水公園にてバーベキューの計画
●本部（レクリェーション委員会）、各支部との連携を深め、同好会への積極

　的な参加を促進すると共に育成に協力する

◆より楽しく　より有意義な　東葛支部！



1 0 2 , 8 8 7

1 5 0 , 0 0 0

8 7 , 0 0 0

3 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

1 1 3

5 9 3 , 0 0 0
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■第4号議案　平成24年度予算

■第5号議案　役員一部改選

費　　　　目 金　　　　額 内　　　　訳

●収入の部

前年度繰越金

年　　会　　費

本 部 助 成 金

寄　　付　　金

総会費（懇親会）

雑　　収　　入

合　　　　　計

50名（予定）×￥3,000

本部助成金　￥87,000

預金利子 等

本部各支部 25名、東葛支部 25名
　　　　　　　　計50名出席予定

2 5 0 , 0 0 0

1 2 0 , 0 0 0

1 5 , 0 0 0

3 5 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

3 5 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

2 8 , 0 0 0

5 9 3 , 0 0 0

費　　　　目 金　　　　額 内　　　　訳

●支出の部

総　　会　　費

会 報 発 行 費

会　　議　　費

事 務 通 信 費

渉　　外　　費

15周年記念準備金

交　　通　　費

行　　事　　費

合　　　　　計

懇親会費、資料作成

会報23号、24号印刷代

定例役員会会場使用料他

会報送付代、事務用品、諸案内送付代

他支部定期総会出席費

創立15周年積立金

県外地区会議出席交通費補助

レクリェーション等補助

＊支部定例会議にて承認済　　
　　退任　会計監査　櫻井　一三（33E）
　　退任　幹　事　　伊橋　潤一（27E）
　　新任　会計監査　伊橋　潤一（27E）

以上の議案全て総会にてご賛同いただきました。
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～ 写真で見る第14回定期総会及び懇親会 ～

●下部写真：左から　吉田支部長（32C）、司会者滝口氏（40E）、議長鳴田氏（34M）

●ご祝辞をいただいた御来賓の方々　右側写真：上から　高橋同窓会会長、小池千工会理事長、松本学校長

●参加者全員の集合写真
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～ 総会終了後の懇親会 ～

●永峯顧問の乾杯ご発声で懇親会の始まり

●ラ・ギターラによる演奏とフラダンス

フラダンフラダンス ＆ス ＆ ラ・
ギターララ・ギターラフラダンフラダンス ＆ス ＆ ラ・
ギターララ・ギターラフラダンス ＆ ラ・
ギターラ

千葉工業
同窓会
東葛支部

親睦会
我孫子
鈴木屋本店
2012.6.10
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●親睦会の最後は定例の校歌斉唱で幕が下りた

●飛び入り参加の吉田支部長

ビンゴゲーム&カラオケ（ビンゴで賞品ゲットした方はカラオケ1曲披露のルール）
●会場の皆さんも続々飛び入り参加
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　40歳からの手習いよろしく会社先輩に誘われ、謡曲
（通称「うたい」と言っている）を始めたのは42歳だった。
以来、観世流の能楽である謡曲や仕舞に明け暮れる
日々 になってしまった。能楽師の師匠から月2回の稽古
を受け、毎年9月には渋谷松濤町の観世能楽堂での
発表会。一流プロの能を鑑賞したり、素人仲間の発表
やらで毎月のように能楽堂通いである。素人の楽しみ
は15人前後が集まり謡う謡曲会で、地域の公共施設を
借りて週2回程催している。腹（丹田）からの発声は爽
快で健康によい。終了後の一杯は格別で能楽談義に
花が咲く。能楽の魅力は一口で言えませんが、古典に
触れる楽しみ、能の幽玄の世界を感じ観る等素晴らし
い日本伝統文化です。

NPO能楽普及集団「鶴亀座」設立
　能楽は平成13年にユネスコの世界無形文化遺産に
日本第1号で指定されています。
　しかしながら、能楽の愛好者は高齢化し若年層の算
入が少なく、減少しているのが現状。
　平成15年にNPO能楽普及集団「鶴亀座」を東京都
の認可を受けて設立。設立目的は、小中学生等の青
少年や各地域の市民を対象に講演や実演を通じて能
楽の普及と発展、次世代への継承を図ることにより日本
の文化及び社会教育の振興に寄与することです。この
主旨に賛同の同好の士30名が座員になっています。

能楽教室による普及活動
　「鶴亀座」の活動は、柏市、流山市、船橋市の小中

学校を中心にCDによ
る「能の歴史」解説や
現 代 語 字 幕 付き
DVDの能鑑賞、座員
による謡曲、仕舞、
鼓、太鼓の実演と子

供たちにも礼儀作法や正座を教えて実際に体験して
貰う。文部省からの通達で日本伝統文化の教育の必
要性を言われているが、実際問題として教える先生は
皆無。「鶴亀座」が少しお手伝いしている。又、生涯学
習センターや老人介護施設の訪問。国際文化交流と
しての外国人へ向け公演等、首都圏でこの8年間で
延べ100回を超えます。　

謡蹟めぐり
　北海道を除く全国に謡蹟があります。（京都奈良が
圧倒的に多い）毎年春2泊3日で能の舞台となったゆ
かりの地を訪ねる。各地の謡蹟ゆかりの曲について、
参加者が分担して現地で研究発表したり、往時に思い
を馳せ謡います。謡曲の味わい、楽しみが倍加します。

ネパール首都カトマンズで能楽紹介公演
　本年2月11日はネパールのカトマンズで開催された日
本大使館主催「東日本大震災写真展示と鶴亀座によ
る能楽紹介」に参加しました。鶴亀座として海外公演
は初めてでした。
　能にはもともと鎮魂の内容があり、ネパールで東北復
興の思いを込めました。
　このイベントは「現在の日本と伝統文化の両面から日
本人の理解を促進しネパールと日本の文化的つながり
を強めるために開催」（日本大使館挨拶）されたのです。
　公演内容は日本国内の小中学校対象で行っている
「能楽体験教室」を現地向けにアレンジ。なかでも来場
者に登場願い能面体験をして貰ったところ、希望者続
出で収集着かないほど会場が盛り上がりました。
　現地各国外
交団、ユネス
コ関係者、一
般ネパール人
参 加 者など
300人を超える
盛況で、その
様子は新聞、テレビでも報道されました。
　公演終了後は大使公邸で夕食に招かれ慰労して戴
きました。
　翌日から一週間はネパール旅行を堪能。ヒマラヤの
山々、カトマンズ市内の寺院群（ユネスコ世界文化遺
産）、東洋のスイスと言われるポカラ、お釈迦様生誕の
地ルンビニ、等国は産業が無く極めて貧しい国ですが、
宗教の国であり人間が真面目で素晴らしい国でした。

　能楽のお蔭で、定年後も忙しく楽しい生活を送って
います。能楽には定年はありません。
　健康第一でこれからも頑張ってやって行きたいと思っ
ています。

謡曲を始めて26年過ぎました謡曲を始めて26年過ぎました謡曲を始めて26年過ぎました謡曲を始めて26年過ぎました謡曲を始めて26年過ぎました 37Ｅ　金子　茂則
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皆様の趣味や得意とするものをご連絡下さい
　会員の皆様は、色々な趣味をお持ちだと
思いますが、比較的ポピュラーと思われるも
のについて、役員のなかで一応の担当者を
決めてあります。会員の皆様のご趣味・得意

な分野・特技などを把握し、色々な行事や
交流にお誘いしたいと考えています。趣味
や得意な分野が一致した方は、それぞれの
担当者までご連絡下さい。

●ゴ ル フ
●ハイキング　　釣　り
●囲碁・麻雀
●スーパー　 紙とんぼ
●茶　　道

木間　英一　〒270-0002 松戸市平賀125－10
木間　英一　〒270-0002 松戸市平賀125－10
高橋　健一　〒270-0157 流山市平和台5－400
鎌形　武久　〒270-2241 松戸市松戸新田21－3
富田　　博　〒272-0015 市川市鬼高3－12－39－516

TEL.047-343-0455
TEL.047-343-0455
TEL.04-7159-9367
TEL.047-364-5084
TEL.047-393-0850

東葛支部の予定

9月12日（水）
　釣友会（浦安：吉野屋）　
9月22日（土）
　定例会議（高柳近隣センター）
10月
　バーベキュー（野田清水公園）
11月24日（土）
　定例会議（高柳近隣センター）

平成24年
10月1日（月）　本部三役会議・支部長会議
10月16日（火）　本部ゴルフ大会（真名CC・GP）
10月23日（火）　第41回囲碁同好会
10月27日（土）　本部麻雀大会（千葉 麻雀・大都）
11月17日（土）　本部主催ハイキング（那須茶臼岳）
12月14日（金）　本部三役会議

平成25年
3月10日（日）　南総支部定期総会

本部・他支部の予定

　支部会報24号をお届けします。
今回は第14回の支部総会が開催終了しましたので、
その内容を皆様にお知らせすることがメーンとなって
おります。
　また、編集委員として今回大変嬉しかったことは会
員の金子茂則氏（37E）から「謡曲を始めて26年過ぎ
ました」を投稿していただいたことです。
　いつも発行時期が近づいてくると、記載する内容
が少なくどうしようかと四苦八苦の状態で編集委員
は困ってしまいます。皆様には会報に次回の原稿募
集のご案内をしておりますが、中々集まらないのが現
状です。
　原稿内容につきましては、何の制限もございません、

皆様の日常生活（たとえば日誌等）をまとめて投稿して
いただくことも良いのではないかと思います。それによ
り支部活動に参加してみてはいかがでしょうか。
　編集委員としてもう一つ悩みがあります。それは会
報の表紙の写真を何にするか、23号までは、大阪に
居住の宗像敬司氏（34M）が撮影し送ってくれた関
西の寺院を継続使用していましたが、そろそろそれも
手持ち不足になってきました。今回からインターネット
で見つけた、日本の100名城、北海道を始めとして桜
前線とは反対に南下し、各地の城を紹介することを
考えました。スタートの今回は北海道の五稜郭です。
　表紙の写真に城を選んだこと、拡大解釈すると私
たちが住んでいる家、これなども「我が城」と言っても
過言ではないかと自負して選定しました。

編 集 後 記

今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定 平成24年

1月　新年会＆定例会議（上野）
3月23日（土）
　定例会議（高柳近隣センター）

平成25年
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発　　　行　　平成24年8月1日
発　行　者　　千葉工業同窓会　東葛支部
発行責任者　　支　部　長　　吉 田 勝 彦
事　務　局　　事 務 局 長　　木 間 英 一
編集責任者　　編集委員長　　坂 巻 　 実

　東葛支部では、会員を増やしてどんどん組織を大きくしていきたいと思っています。このため、
役員の中に「会員増促進委員会」を作って活動しています。
　会員の皆様の仲間で、会員資格のある方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会を勧めて下さい。

1. 入会資格　千葉工業学校、千葉工業高校、および同校併設中学校の卒業生、ならびに
かつて同校に在勤、在学していた方で支部長が認めた方。
東葛地域に居住している方及び千葉県外に居住している方、または出身が同
地域の方、同地域に勤務されている方。

2. 会　　費　年会費　3,000円
3. 入会手続　役員へ入会申込みされますと郵便振替用紙をお送りしますから、年会費3,000円

を振込願います。

新入会員募集と入会手続きについて

東葛支部会報第25号の原稿を募集します。

1. 発行予定　平成25年5月
2. 原稿締切　平成25年3月
3. 内　　容　母校の思い出・恩師の思い出・私の職場・私の仕事・私の趣味・私の特技・旅日記・

近況・クラス会模様・エッセイ・呼びかけ・イベント報告 等、何でも結構です。
4. 投稿方法　卒年科・ご氏名を記入の上、郵便・FAX（自動受信）・E-mailのいずれかでご投

稿下さい。
5. 投 稿 先　編集委員長　坂巻　実　〒277-0921　柏市大津が丘2-4-1

TEL:04-7191-5927    　E-mail :minoru.sakamaki@jcom.home.ne.jp
編 集 委 員　土屋孝夫　〒213-0001　川崎市高津区溝口3-18-17
TEL:044-844-2767    　E-mail :golf-t@tbn.t-com.ne.jp
編 集 委 員　富田　博　〒272-0015　市川市鬼高3-12-39-516
TEL:047-393-0850    　E-mail :c-tomi@rr.em-net.ne.jp 

支部会報第25号の原稿募集


